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【概要版】
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2016年度から始まり、3年目となる「和歌山市水辺空間を生かしたまちづくり手法検討・調査事業」は1

年目、2年目の取り組みで得られた成果や課題について、引き続きリサーチや社会実験の実施や多様な

意見の交換、交流をはかったり、ゲストによるレクチャーを通して知見を深める企画を通して、これま

で得られた成果や効果、課題についての検証を深めた。

さらに、3年間の事業成果や、これまで関わってもらった民間主体から挙がった意見を集約したものを

「わかやま水辺プロジェクト－水辺NEXT」としてまとめた。

かつて和歌山城の外堀であった市堀川を中心に、現在は分断されている「かわ」と「まち」をつなげる

ことは、和歌山市に整備されつつある官民様々なプロジェクトを緩やかにつなげることができるだけで

なく、市内外の人々にとって魅力にあふれた、住みたくなる、訪れたくなるまちづくりや、賑わいと潤

いのあるまちづくりに資すると考えられ、中心市街地の活性化にも大きく寄与できると私たちは確信し

ている。

3年間の取り組みを経て形成される水辺のまちづくりを推進する中間組織が民間の推進主体となってこ

れまでの成果を生かし、和歌山市や県と協働しつつ、市堀川周辺において水辺利活用の有用性について、

地域関係者への理解と賛同を得ながら合意形成を図り、官民が連携したまちづくりが進んでいくことを

期待する。

事業目的・概要



●プロジェクト推進の手法整理
推進主体のあり方や考えを整理、事業推進の手法について、ヒントを得る機会として
「ミズベ会議」を実施し、ゲストによる講演や事例紹介からキーワードをまとめた。

●現状把握
市堀川を含む中心市街地を中心に8つの項目に関する調査ヒアリング、分析を実施し、
まちの現状把握に取り組んだ。

●市民協働による水辺のまちづくり
地域のステークホルダーや水辺に関心のある人、まちづくりに関心のある人、地域住
民や行政関係者などに集まってもらい、肩書きを外した一個人として、未来志向で和
歌山の水辺についてアイデアを出し合い、語り合う機会を「ミズベ会議」の中でつく
り、ワークショップを実施した。
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3.2016

「ミズベ会議」とその中で実施したワークショップから出た様々な意見を元に和歌山
の水辺が守るべき12のバリューと8つの推進する仕組みを導き出すとともに、水辺の未
来をつくる利用者とシーンを「ペルソナ」として描いた。また水辺の利活用に取り組
む活動イメージを「タスクフォース」としてまとめ、次年度に向けたアクションプラ
ンに活かすこととした。

▲12のバリュー（ver.2016.03） ▲ペルソナ
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●水辺の賑わいづくりと利活用PRの社会実験「ワカリバ」の実施
前年度にまとめたタスクフォースや8つの仕組みを元に社会実験事業を企画。
賑わいづくりとPRのための拠点「MIZUBE COMMON」を仮設で整備し、約1ヶ月間の
運営期間のなかでカフェ営業やマルシェ、音楽やワークショップなどの開催を通して
周知をはかった。合わせて船着場や仮設テラス、ライトアップ実験も行い、利用者や
協力事業者の声を広い、調査も実施した。
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●ミズベ会議の開催と協議会設立のための意見交換会の開催
前年に続いて「ミズベ会議」を開催し、講師による先人事例の紹介や事業推進のヒン
トを得るとともに水辺のまちづくりに関心を持ってもらうきっかけづくりを行った。
また今後の目標のひとつである河川空間のオープン化に関する制度（規制緩和）の活
用の要となる地域合意を図る協議会づくりのヒントを得るために、ゲストを招き参加
者とともに「意見交換会」を行った。

●水辺交流会の開催
社会実験の成果報告とこれからの水辺に対する社会的関心を高める機会の場として
「水辺交流会“わかやまミズベMEET UP”」を開催し、ゲストと共に社会実験の成果
を検証し、これからの取り組みに活かすヒントを得た。

▲ミズベ会議内で実施したワークショップ ▲意見交換会 ▲水辺交流会“わかやまミズベMEET UP”

▲水辺交流会“わかやまミズベMEET UP”
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6.2017年度の成果

前年度にまとめた12のバリューと8つの仕組みを使い、社会実験で得られた成果や
課題、達成度合いを検証し、引き続き社会実験による検証の必要性を確認した。
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7.2018年度の取り組み-1

2018年度は前年度に取り組んだ社会実験で得られた成果や課題を活かし、さらに検証
を深めるための社会実験実施を軸に事業を進めました。

●観光舟運モニターツアー
調査事業として、観光舟運の事業性を
検証するクルーズ＆ウォークを実施し、
観光や交通の事業者によるモニタリン
グを実施、ツアー内容やコンテンツの
評価と課題を洗い出した。

●水辺の総合学習
水辺のアクティブラーニングとして伏
虎義務教育学校の小学3年性を対象に環
境学習を実施し、市堀川に生息する生
物の紹介や環境観察、歴史解説などの
授業をおこなった。
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2018年度は前年度に取り組んだ社会実験で得られた成果や課題を活かし、さらに検証
を深めるための社会実験実施を軸に事業を進めました。

● WAKAYAMA MIZUBE CHALLENGEの実施
社会実験事業として、水辺を様々な活動を表現・発表する場として、このコンセプト
に賛同する団体や事業者と共に、水辺を賑わいと楽しさで溢れる場所としてPRするイ
ベント「WAKAYAMA MIZUBE CHALLENGE」を企画し、開催した。
イベント当日は民間主催の別イベントも開催されており、PRなどの連携により双方の
参加客に多彩な水辺の楽しさ、街中の楽しさを体験する機会を作ることができた。
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2018年度は前年度に取り組んだ社会実験で得られた成果や課題を活かし、さらに検証
を深めるための社会実験実施を軸に事業を進めました。

●舟運
3カ所の仮説船着場を周回運行するシャ
トルクルーズ、酒蔵見学と船上での食
事がセットになったクルーズツアーを
実施し、昼夜それぞれの乗船客から舟
運に関する調査を実施した。

●地先利用
前年に続いて遊歩道や護岸の専用許可
を受け、隣接する店舗事業者の協力に
より遊歩道上に椅子・テーブルを置い
て外席として利用したり、仮設テラス
を設置しての外席利用に取り組んだ。

●イルミネーション
照明デザイナーの協力を得て、市堀川
沿いの桜並木や橋、護岸、建物の壁面
などをライトアップし、船上や遊歩道、
橋の上などから楽しめる新たな風景創
出に取り組んだ。
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前年度に検証した12のバリューについてさらに検証を深めた。

これまでの社会実験欠課やプロ
ジェクトの水位も踏まえて達成度
合いを評価している。項目によっ
ては目標設定の再評価や修正が必
要なものもあった。

当初、12のバリューは将来への願
望として描いたが、これまでの実
績を踏まえ、目指すべき水辺の姿
「12の目標像」として提言にまと
める
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 7つの課題のうち、最初の3つ「規制緩和」「推進主体の形成」「地域の合意形成」は三つ巴の関係で、どれかが欠けても成立し

ない。どれが優先ということでではなく、同時並行で進めることが重要で、それにより、「実践」が生きてくる。

 「規制緩和」「公共投資」のように行政が最終的に行うものと、「推進主体の形成」のように民間が行わなければならないもの、

「地域の合意形成」のように行政と民間がともにおこなわなければならないものなど、官民それぞれに役割がある。いずれかが

抜けても、これらの課題は解決しない。官民でともに取り組まなければならない。

前年度に検証した8つの仕組みの達成度合いをさらに検証した

8つの仕組み
と考え方は具
体的な任務
「ミッション
2019」として
7つに再編し
た。

1. 規制緩和

2. 推進主体の形成

3. 地域の合意形成

6. 参入意欲の向上

5. ユーザーの認知度向上

4. 実践

7. 公共投資の検討、実現
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3年間の取り組みで、たくさんの市民の方々と対話を重ね、そ

のなかから実現した社会実験の結果をもとに、和歌山の中心市

街地における水辺のあり方を示したのが「水辺NEXT」である。

水辺がよくなることが、中心市街地の価値を高め、和歌山市の

人々の誇りにつながるものと考える。

一方で、中心市街地の未来と水辺の未来は連動しており、水辺

の未来だけをよくしようとするものではない。

水辺の魅力創出は中心市街地のあらゆる活性化の取り組みと

セットの関係であることが社会実験でわかった。

たくさんの市民の方々と思い描いてきたものは、さまざまなプ

ロセスを経て中心市街地の魅力創出の一環として実現されるべ

きものである。

「水辺NEXT」を描く目的は、水辺空間が利活用されることそ

のものにとどまらず、まちへの人々の関与のあり方に及ぶので

はないかと考えた。

なお、この「水辺NEXT」は、行政だけの水辺の将来像ではな

く、水辺をよくした方がいいと潜在的に思っている市民の皆さ

んがつくりあげた将来像である。

「水辺NEXT」を生かしていくのは行政だけではなく、和歌山

の人々である。

水辺を活かしたまちづくりを推進する目的

① 市民による創意形成の成功体験が得られること

② 市民の主体的な街中の賑わい創出、市民主体のまちの価値向上活動

が活発になること

③ 新しい官民連携の仕組みができること

④ 市民による欲しい環境を作ることへの意識が高まること

⑤ 新しい自治の取組みとして成長し、和歌山に定着すること

水辺空間を活かしたまちづくりで期待される効果

① 中心市街地における民間のまちづくりの主体育成につながる

② 水辺空間が魅力的になり、享受する人々の生活が豊かになる

③ 水辺空間を活かすことで、外部空間での滞留時間が伸び、歩くこと

が楽しいまちへの先鞭となる

④ 中心市街地に来街目的が増える

⑤ 魅力創出と発信によって中心市街地のブランド価値が高まる

⑥ 仮設実証型の都市経営を試すことができる

⑦ 観光や都市政策、教育政策との連携により、連携の実績が生まれる

⑧ 歴史性や地域の固性を意識した空間形成やコンテンツがつくられる

⑨ 民間による水辺を中心とした中心市街地への投資がよびこめる

⑩ 水への関心が高まり、水質浄化の機運が高まる

水辺NEXTとは
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水辺NEXTで掲げるロードマップを実施するのは多様な主体である。民間主体の当事者性が大事であることは言うまでもないが、行政
のコミットメントも大切である。
民間にしかできないことを期待した官民連携プロジェクトであるが、行政にも期待することも当然ある。

わかやま水辺プロジェクトによる「水辺NEXT」の提
言を受け、和歌山市役所で実施・検討に値するもの
を「水辺ビジョン」と名付けて整理した。
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12.わかやま水辺ビジョン

14 わかやま水辺ビジョン-1

わかやま水辺プロジェクトによる「水辺NEXT」の提言を受け、和歌山市役所で実施・
検討に値するものを「水辺ビジョン」と名付けて整理した。



15 わかやま水辺ビジョン-2

わかやま水辺プロジェクトによる「水辺NEXT」の提言を受け、和歌山市役所で実施・
検討に値するものを「水辺ビジョン」と名付けて整理した。


